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１ 概要 

○○○中学校は福島県郡山市内の市立中学校です。2013年 2月 3日午後に○○

○中学校の校庭において空間線量率を計測しました。計測したポイントは総計で

６６ポイントですが、このうち1 m高さの線量率が、ここでの議論の目安とする

0.193 μSv/h 以下のポイントは７カ所でした（0.193 μSv/h 以下のポイントを 4

頁の表中で数字を青色に表示）。 

６６ポイントの 1 m 高さにおける平均値は0.39μSv/h であり、校舎の周りの４

５ポイントの1 m高さにおける平均値は0.44μSv/hであり、いずれも 0.193 μSv/h

を優に超過していると言えます。 

 

また、昨年２月、山内知也神戸大学大学院海事科学研究科教授が、甲１０３号

証の山内意見書で、郡山市の２つの小学校の測定結果について述べた以下の指摘

が、今回もそのまま妥当します。 

 

《神戸大学深江キャンパスの空間線量率は 0.06 μSv/h 程度であるが、それに相当

するような場所はどこにもない。空間線量率が0.1 μSv/h以下であるようなポイ

ントであっても、それを校庭内においては見つけることはできなかった。したが

って、児童や生徒の義務教育を行う環境としては不適である。》（２頁） 

 

さらに、除染作業の評価について、「地域全体の除染ができなければ校庭の空

間線量率も下がらない」という山内意見書の以下の指摘が、今回も妥当します。 

 

《校庭のグランドを中心に除染作業が行われた模様であり、汚染土はグランドの

ある区画に埋められたとのことであった。しかしながら、事故前の空間線量率に

はほど遠く、除染するべき基準1を超えているところからすれば、除染はできてい

ない。また、大半の計測地点では1 m 高さよりも2 cm 高さにおける線量率が高く

なっていたが、152 のうち 27 のポイント2では、1 m 高さの方が高くなっていた。

これには幾つかの原因があるが、校庭の外から飛んでくるガンマ線の影響が主要

なもののひとつである。学校周辺の除染が実施されなければ、学校内の線量は下

                                            
1環境省によって除染の基準とされている 0.23 μSv/h 
2 今回の測定では６６のうち２２ポイントが1 m高さよりも2 cm高さにおける線量率が高く
なっていました。 
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がらない。すなわち、地域全体の除染ができなければ校庭の空間線量率も下がら

ないのであるが、仮置き場が見つからないことが除染の進まない直接的な理由に

なっている。住宅地において仮置き場は容易には見つからない。ある農家が自身

の農地を仮置き場として提案しても、その土地の四方の地主が反対した場合には

仮置き場にはできないという具合である。すなわち、それぞれの地域内において

一定の広さを持った公的な施設を仮置き場にする以外に除染を進める方法はない

のであるが、そのような公的な施設になりえるのは、小学校や中学校のグランド

しかないであろう。除染を行うのであれば、この１年とか２年の間に集中的に取

り組むべきであろう。小学校や中学校をその期間だけ、線量の低い地域に移し、

そこで児童や生徒達に対する授業を実施することで、学校のグランドを仮置き場

にすることが可能となる。子供らの被ばく線量を低減させ、同時に、除染作業も

一気に進めることができるであろう。》（２頁） 

 

２ 略歴 

昭和 52 年 11 月  福島県原町市(現在、南相馬市)生まれ 

平成 23 年 3 月  福島県南相馬市にて東日本大震災に遭遇 

平成 23 年 11 月 国内外の放射線の影響について調査開始 

平成 24 年 2 月 除染業務従事者講習修了 

平成 24 年  2 月  安心安全プロジェクト内,市民放射能測定所南相馬の代表となる 

平成 24 年 5 月 除染現場監督・除染業務管理者の講習修了 

平成 24 年 7 月 森林除染業務研修修了 

平成 24 年 9 月 琉球大学名誉教授、矢ヶ崎克馬教授に放射線のレクチャーを受ける 

平成 24 年 10 月 モニタリングポスト数値の異常を 

        市民と科学者の内部被曝問題研究会と共同で発表 

        衣服の汚染調査開始 

平成 24 年 11 月  一部、文部科学省不備を認める 

        国連人権理事会 特別報告の調査報告依頼を受ける 

        同月、特別報告者のアナンド・グローバー氏より発表  

現在に至る 

 

３ ○○○中学校における空間線量率の測定結果 

（1）計測装置と方法 

空間線量率の計測には、ALOKA 社製のシンチレーションサーベイメータ

TCS-172B を２台用いました（別紙写真２の通り）。２台の鳴きあわせにより測定

値に異常のない事を確認しております。地上 1 m 高さと地上付近（およそ 2 cm

高さ）における空間線量率を断続的に計測しました。これらのサーベイメータは、

山内意見書の以下の指摘の通りです。 

《Cs-137のガンマ線に対して校正されており、読み値がそのまま空間線量率を表
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していると考えてよい。また、構造的にガンマ線の線量率を計測するものであり、

ベータ線の影響は実際上受けない。》（甲１０３。３頁） 

 

 測定した中学校は次の通り： 

＊ 郡山市立○○○中学校（所在地 福島県郡山市‥‥） 

測定日時：2013 年 2 月 3 日（日）午後 

測定地点の数と場所：66 地点と別紙地図のとおり 

測定結果： ４頁の表と６頁の図に示すとおり 

文科省の測定器によるモニターの値：0.257（別紙写真１のとおり） 

2 月 5 日（火）の郡山市公表の測定値：１cm 0.×× 100cm 0.×× 

 

 

（2）計測結果 

計測結果を下記の表に示します。最初の欄にある番号は測定位置を表しており、

表１の番号は別紙地図に示している番号に相当しています。これらの番号は計測

を行った順番である。表中の第２欄と第３欄は、それぞれ、地表から1 m高さにお

ける空間線量率と地表から2 cm程度の高さにおける空間線量率を示しています。

備考には測定位置についての簡単な説明を記しています。 

 

体育館角（#1）から計測を開始し、体育館周囲（一部学校境界線部を含む）を

時計回りに計測、その後、校舎部分を反時計回りに計測した（＃12～30）。途中、

モニタリングポスト（#19）とその近傍（#20）と校舎とグランドとの間になる花

壇の周りを巡り（#5から#9）、次いで、校舎のすぐ近くを地図に示すように反時計

回りで計測した（#17,＃18、＃20、#21）。 

さらに、生徒が集うであろう校舎間の中庭を計測し（#24から#29）、その後、

渡り廊下（#30）から自転車置き場（＃31～33）を経て、北東の角（＃34）からプ

ール脇（＃35～37）、正門中心（＃38）、正門通路脇の斜面緑地（＃39,40）を計測

した。 

校舎が建てられている土地は、グランドに比して一段高くなっている。 

その斜面緑地縁（＃41～46）を順次計測し、以降、グランド周囲（＃47～60）

を反時計回りに計測した。 

グランド内側をグランド北東角の正門から南西角までの対角線上（#61から

#66）を計測し、計測を終了した。 

 

表 ○○○中学校における空間線量率計測結果 

（2013 年 2 月 3 日実施、単位μSv/h）    
番号 空間線量率（1 m） 空間線量率（2ｃｍ） 備考 

1 0.54 1.12  体育館角 

2 0.64 2.75   
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3 1.30 11.00   

4 0.70 0.82   

5 0.35 0.72   

6 0.24 0.27   

7 0.24 0.17   

8 0.65 0.74   

9 0.54 1.18   

10 0.16 0.14   

11 0.55 1.73   

12 0.15 0.19 昇降口 

13 0.35 0.76 昇降口より5.4ｍ 

14 0.39 0.77   

15 0.55 1.54   

16 0.66 0.73   

17 0.47 0.54 ベンチ 

18 0.26 0.43   

19 0.26 0.23 モニタリングポスト 

20 0.34 0.30 モニタリングポストより1.8ｍ 

21 0.22 0.32   

22 0.22 0.31   

23 0.40 0.49   

24 0.60 1.18  中庭（～29） 

25 0.67 0.92   

26 0.73 1.08 ベンチ 

27 0.29 0.56   

28 0.57 0.69   

29 0.51 0.29   

30 0.40 0.35   

31 0.52 0.63 自転車置場入口 

32 0.35 0.41   

33 0.32 0.30   

34 0.44 0.33   

35 0.29 0.23  プール脇（～37） 

36 0.26 0.21   

37 0.28 0.23   

38 0.32 0.26   

39 0.64 1.21   

40 0.85 1.32   

41 0.40 0.29   

42 0.34 0.39   

43 0.30 0.21   
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44 0.26 0.23   

45 0.40 0.58   

46 0.40 0.88   

47 0.33 0.29  グランド周囲（～60） 

48 0.44 0.52   

49 0.35 0.60   

50 0.36 0.42   

51 0.34 0.39   

52 0.30 0.34   

53 0.21 0.16   

54 0.23 0.23   

55 0.24 0.18   

56 0.26 0.19   

57 0.27 0.27   

58 0.26 0.27   

59 0.34 0.24   

60 0.23 0.21   

61 0.17 0.15 ピッチャーマウンド 

62 0.18 0.21 セカンドベース 

63 0.14 0.14   

64 0.14 0.17   

65 0.15 0.15   

66 0.26 0.26   

 

図 ○○○中学校の計測結果 

 

 

上記の図は、○○○中学校における計測結果をまとめたものであり、横軸は、

先の表や別紙地図に記した番号であって、測定位置を意味します。縦軸は空間線

量率であり、三角は1 m 高さにおける計測値であり、四角は2 cm 高さにおける計
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測値です。 

ただし、この図のグラフの縦軸の最大値は２μSv/hであり、2 cm 高さで２μSv/h

を越える２つのポイント#２（２．７５μSv/h）と#３（１１μSv/h）は表示されていま

せん。 

 

次に、○○○中学校の汚染レベルについて報告します。 

1 m高さの計測値を見ても0.14から1.30 μSv/h と広い範囲に分布しています。

地上 2 cm 高さでは、0.14 から 11 μSv/h とより広い範囲に分布しています。 

平均値をとると、1 m 高さにおける６６カ所の平均は 0.39μSv/h となります。

また、校舎の周りの#１～４５の４５カ所の平均は 0.44μSv/h となります。 

また、地上 2 cm 高さにおける６６カ所の平均は 0.69μSv/h となります。校舎

の周りの#１～４５の４５カ所の平均は 0.87μSv/h となります。 

 

概括すると、校舎周りのコンクリート部分およびグラウドの土は洗浄、表面削

りあるいは土の入れ替えによって、相対的に低い線量率となっていますが、校舎

周りの植栽部、雑草、コケ類については未対策を疑わせる線量率が計測されまし

た。 

とりわけ校舎に挟まれた中庭部は暖かくなれば生徒たちが良く利用する場所

になると思われますが、高い線量率を示しました。 

なお、上記の表には記していませんが、校舎周辺に設置してあるベンチの木質

座面、および野球用バックネット脇やテニスコート境部分のビニール製ネットな

どは、計測器のプローブを近づけると顕著に高い線量率を示しました。これらの

地点は植物の撤去や構成資材の交換などによって線量率を軽減できる部分と思わ

れるにもかかわらず、未対策を疑わせる計測結果となりました。 

 

４ ○○○中学校校庭の空間線量率は、0.193 μSv/h を超過している 

以上の計測結果で述べましたように、○○○中学校の空間線量率は、1 m 高さ

の測定値の平均値によれば、全ての測定地点６６カ所の平均は0.39μSv/h であり、

校舎の周りの４５カ所の平均は0.44μSv/h であり、いずれも 0.193 μSv/hの 2.02

倍と 2.2 倍です。 

また、全体の分布は先に図に示した通りです。 

以 上 


